
■コメント

２０１４年第３０週（７月２１日～７月２７日）

■定点把握感染症報告状況（週報対象）

■全数把握感染症報告状況

１．ヘルパンギーナ
定点当たり報告数は3.58人と、前週と比

べてやや減少しましたが、例年同時期と比
較して多い状態が続いています。

この疾患は、回復して症状がなくなっても、
2～4週間の長期間にわたって便などにウ
イルスが排泄されるので、排泄物の適切な
処理を心がける必要があります。

体調管理に注意するとともに、引き続き、
手洗いなどの感染予防対策を徹底しましょ
う。

２．レジオネラ症
2件の報告があり、今年の累計は17件と

なりました。 （次頁参照）
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報告数が少数の場合などは、発生記号を

記載していません。
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眼科定点数 

前週と比較しておおむね

1：1.5～2の増減

ほとんど増減なし

前週と比較しておおむね

1：2以上の増減

眼
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（小児科定点を含む）

小児科定点数

類型 疾患名 報告数 累計 備考

2 結核 1 100 女性（80歳代）

4 レジオネラ症 2 17 男性（60歳代）・1人、男性（70歳代）・1人
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ヘルパンギーナの流行状況



本週報は、速報性を重視していますので、今後調査などの結果に応じて若干の変更が生じることがあります。
なお、感染症情報の詳細についてはホームページでご覧いただけます。

URL http://www.city.hiroshima.lg.jp/eiken/center.html

【問い合わせ先】
広島市感染症情報センター/広島市衛生研究所 〒733-8650 広島市西区商工センター四丁目１番２号

TEL(082)277-6575  FAX(082)277-5666  E-Mail ei-seikatsu@city.hiroshima.lg.jp

２０１４年第３０週（７月２１日～７月２７日）

■定点把握感染症報告状況（週報対象）の推移

■新たに判明した病原体検出状況
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第26週 1 17 61 126 35 7 - 20 - 55 32 - - 2 - 1 1 - -
報 第27週 1 14 76 130 32 5 - 15 1 49 24 2 - 4 - 2 2 - -
告 広島市 第28週 - 15 79 127 23 9 1 13 - 123 25 - - 4 - - 1 1 -
数 第29週 1 16 54 102 26 11 - 14 - 127 18 2 - 5 - - 1 - -

第30週 1 8 29 84 18 12 - 13 - 86 20 4 - 10 - 1 - - -
第26週 0.03 0.71 2.54 5.25 1.46 0.29 - 0.83 - 2.29 1.33 - - 0.25 - 0.14 0.14 - -

定 第27週 0.03 0.58 3.17 5.42 1.33 0.21 - 0.63 0.04 2.04 1.00 0.08 - 0.50 - 0.29 0.29 - -
点 広島市 第28週 - 0.63 3.29 5.29 0.96 0.38 0.04 0.54 - 5.13 1.04 - - 0.50 - - 0.14 0.14 -
当 第29週 0.03 0.67 2.25 4.25 1.08 0.46 - 0.58 - 5.29 0.75 0.08 - 0.63 - - 0.14 - -
た 第30週 0.03 0.33 1.21 3.50 0.75 0.50 - 0.54 - 3.58 0.83 0.17 - 1.25 - 0.14 - - -
り 第28週 0.04 0.76 1.99 4.28 0.83 0.96 0.37 0.64 0.02 3.73 0.38 0.09 0.01 0.71 0.01 0.05 0.26 0.01 0.06

第29週 0.04 0.75 1.67 3.89 0.77 1.24 0.29 0.65 0.02 4.94 0.39 0.12 0.02 0.60 0.03 0.07 0.24 0.01 0.02
全国

新たな検査結果はありません。

【参考】広島市及び全国におけるレジオネラ症の年間報告数の推移

レジオネラ症の広島市における報告数が、今
年は17件となり、これまでの年間報告数の最高
値（2008年の12件）をすでに超えています。患者
の性別は男性が15件、年齢は60歳以上が16件
とほとんどを占めています。全国的にも中高年の
男性に多い傾向が見られ、年間報告数も増加傾
向で推移しています。

レジオネラ症は、レジオネラ属菌による感染症
で、劇症型の肺炎と一過性のポンティアック熱が
あります。レジオネラ属菌に汚染されたエアロゾ
ル（細かい水のしぶき）を吸入することによって発
症します。レジオネラ肺炎は2～10日の潜伏期間
の後、咳、38℃以上の高熱、悪寒、胸痛、呼吸困
難が出現し、胸部X線で急速進行性の肺炎の所
見が認められます。

レジオネラ属菌は、もともと土壌や水環境に普
通に存在する菌です。なお、人から人への感染
はありません。

感染を予防するためには、不衛生な場所での
エアロゾルの吸入を避けるとともに、感染源とな
る可能性のある設備（循環式浴槽、ジャグジー、
加湿器、冷却塔など）の衛生管理を適切に行い、
レジオネラ属菌の増殖を防ぐことが重要です。
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